
一

ロ

一

“
■
■

0

1交通事故発生状況 (今和7年 3月 末 )

一 宮 市 内 累 計 愛 知 内 累 計
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2)一宮市の人身交通事故の特徴 (今和7年 3月 末)
類型別死傷者数年齢別死傷者数
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17

62人
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横断山 その他 歩行者 その他増減率 自転三 原付 二輸章正面 出合頭

89 15 275157 148 39 55令和6年 23
12 12 27246 62 令渕7年 36 99令和7年 13 117 186
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5月 1日から31日は「自転車月間」です。そこで今月は、事故が多発する高校生と、死亡事

故が多発する高齢者の自転車事故の状況をお知らせしま
豪 P自転車月間」は自転車活用握遮により定められています。

死傷者

高校■1ま多くo学
=が
■宇1時に自彗●を■日します.
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起こ導 .ヽ交通事故|_違わ0ヽために

子を実嬌すること●こ.支秒レールを守りましょう.

また.交通事故時の織害嗜咸0ために       をな用しましょ
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昌高日日日

■織生の自●●●菫が多,しています.
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書●●●●合は.死亡●●に,層 す0●壊性が海=り
ます .
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=表
は、■ム5年間 (R2～nOに 県内で発生した人墓交通事故を分析したЬ棠で」.
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